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俣
野
川
の
本
流
か
わ
る

ダ
ム
建
設
地
点
の

仮
排
水
路
完
成

中
国
電
力
の
俣
野
川
発
電
所
建
設
工

事
も
着
々
と
進
み
、
俣
野
川
渓
谷
も
だ

ん
だ
ん
姿
を
変
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
俣
野
川
ダ
ム
建
設
地
点
の

仮
排
水
路
が
完
成
、
九
月
十
日
か
ら
俣

野
川
の
本
流
を
せ
き
止
め
、
ト
ン
ネ
ル

バ
イ
パ
ス
の
水
路
か
ら
下
流
へ
放
流
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
俣
野
川
ダ
ム
の
建
設
工
事

の
た
め
、
俣
野
川
の
本
流
を
変
え
て
ト

ン
ネ
ル
で
下
流
へ
水
を
流
す
も
の
で
、

昨
年
九
日
か
ら
、
発
電
所
、
付
替
県
道

導
水
路
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
工
事
と
と
も

に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

現
在
建
設
中
の
付
朽
県
道
の
開
通
を

待
っ
て
、
い
よ
い
よ
俣
野
川
ダ
ム
の
本

体
工
事
に
着
手
さ
れ
、
昭
和
五
十
九
年

二
目
の
完
成
を
目
途
に
工
事
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

▲
仮
俳
水
路
か
ら
放
流
さ
れ
る
俣
野
川
の
本
流

（
武
庫
、
一
の
渡
瀬
橋
上
流
）

Soumu
四角形

Soumu
四角形



報町府江

和
牛
な
ど
三
十
二
頭
出
場

町
畜
産
品
評
会

第
二
十
八
回
町
畜
躇
U
m
評
会
は
、
、
八

日
十
日
江
尾
家
畜
市
場
で
開
か
れ
、
和

牛
二
十
九
頭
、
乳
牛
三
頭
が
出
場
し
ま

し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（敬
称
略
）

・
和
牛一
等
ド
前
営
文
（
助
沢
）
　
下
垣
敏
雄

（
美
川
）
　
細
円
和
三
（
江
は
）
　
篠

田
　
工
（
小
江
尾
〉
　
藤
原
寓
秋
（
日

田
）
　
千
藤
秀
治
二
描
原
）
　
森
　
文

雄
〈
宮
市
）
　
加
藤
　
小
心
（
‖
ハ
田
）

小
沢
勝
稔
二
占
原
）
　
伊
達
数
行
へ
御

机
）
　
谷
‖
稔
転
へ
小
原
）
　
三
上
修

治
｛
宮
市
原
）
　
岡
田
了
吉
言
ハ
m
二

二
等
藤
原
義
美
⊥
池
ノ
内
）
　
岡
　
照
雄

（
御
机
）
　
佐
々
木
　
充
（
下
安
井
）

加
藤
恭
典
（
杉
谷
）
　
大
岩
良
‥
（
下

蚊
屋
）
　
妹
尾
治
夫
（
西
成
）
　
糾
Ⅲ

和
三
（
江
尾
）
　
小
川
　
満
（
久
遠
）

加
藤
　
厚
（
御
机
）
　
梅
林
暗
寿
（
武

庫
）
　
片
山
．
博
京
市
原
）
　
福
田

和
夫
（
江
尾
）
　
安
田
義
二
大
河
原
）

農作業メモ

同
じ
耕
地
に
同
じ
種

類
の
作
物
を
毎
年
続
け

て
栽
培
す
る
と
い
や
地

が
表
わ

れ
、
作
　
連
作
の
書

物
の
収

歳
、
品
質
が
低
下
し
ま
す
。
こ
れ

は
同
じ
養
分
の
欠
乏
、
病
虫
害
の

多
発
、
同
種
作
物
の
生
育
を
阻
害

す
る
物
質
の
分
泌
が
原
閑
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
い
や
地
を

回
避
す
る
に
は
、
土
じ
ょ
う
条
件

を
良
く
す
る
事
が
大
切
で
、
そ
の

為
に
三
年
か
四
年
か
け
て
、
マ
メ

難
、
マ
メ
科

（
い
や
地
）
　
　
牧
草
、
根
菜

類
を
配
し
た

輪
作
を
お
二
を
う
事
、
あ
る
い
は

三
年
か
四
年
に
一
度
休
耕
す
る
こ

と
、
そ
し
て
有
機
肥
料
を
与
え
る

事
が
効
果
的
で
す
。
（
農
林
課
）

加
藤
憲
三
（
池
ノ
内
）
　
川
上
　
勉

（杉谷）

町
の
有
権
者
四
、
〇
五
九
人

去
年
よ
り
一
三
四
人
増

挙人名簿登録者数
（9月2日現在）

筆録 者 数 靖年と品

日南 町 7 ，3 12 人 60 人

日野 町 4 ．74 0 △ 37

江府 町 1 4 ，0 59 134

溝 口町 4 ，8 63 △ 38

計 20 ，9 74 119

県
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
各

市
町
村
選
管
ご
と
の
選
挙
人
名

簿
の
定
時
登
録
者
数
（
九
月
二

日
現
在
）
を
ま
と
め
ま
し
た
。

江
府
町
は
、
男
一
、
九
五
九
人
、

女
二
、
一
〇
〇
人
、
計
四
、
〇
五

九
人
で
昨
年
よ
り
も
一
三
四
人

（
三
・
四
％
）
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
俣
野
川
発
電
所
建
設

工
事
に
伴
い
転
入
者
が
増
え
た

た
め
で
す
。

・
乳
牛
の
部

一
等
清
水
要
範
（
吉
原
）
　
下
垣
　
茂

（
美
用
）

九
月
期
子
牛
せ
り
市

九
月
期
子
牛
せ
り
市
は
、
九
月
五
日

江
尾
家
畜
市
場
で
開
か
れ
、
メ
ス
平
均

三
十
八
万
円
、
去
勢
牛
平
均
三
十
一
万

円
で
し
た
。

メ　 ス オ　 ス 去 勢牛

出

・≡

ヲ 豆 ・…
65 1 5 5

最

高

千 千 千円
1，00 2 250 39 0

最

低
18 1 250 22 6

平

均
378 250 30 8

総平均　345千llJ

町
長
日
誌

2
1
描
）
岐
阜
出
張

2
日
㈲
　
全
国
自
然
休
養
村
協
議
会

～5
日
水

5
［
口
水

6
日
木

7
日
劫

8
日
両
川

1
0
日
㈲

1
1
日
㈹

1
2
日
㈱

16
日
㈲

1
7
日
㈲

18
日
㈹

1
9
日
㈹

2
0
日
㈱

2
1
日
働

2
2
日
㈹

2
3
日
㈲

2
4
日
㈲

2
5
日
㈹

2
6
日
㈹

2
7
日
㈹

2
8
日
働

2
9
日
㈹

3
0
日
㈲

3
1
日
㈱

（
東
京
）

武
庫
発
電
対
策
会
議

中
電
副
社
長
来
庁
、
洲
河

崎
発
電
対
策
会
議

農
業
委
員
会
、
杉
谷
役
員

来
庁
在
勤
町
畜
産
品
評
会
、
教
育
委

員
会
議

西
部
町
村
長
会

企
画
、
建
設
、
農
林
関
係
入
札

俣
野
老
人
ク
ラ
ブ
総
会
、

十
七
夜
前
夜
祭

十
七
夜
、
竹
茂
尊
氏
葬
儀

在
勤
在
勤
郡
内
議
員
野
球
大
会
（
日

南
町
）

町
更
生
保
護
婦
人
会
懇
談

会
、
農
政
会
議

洲
河
崎
役
員
来
庁

郡
婦
人
大
会

俣
野
発
電
所
工
事
視
察

南
山
会
総
会

広
島
出
張

明
徳
学
園
、
美
用
役
員
来
庁

県
町
村
会
軽
重
響
貫
鳥
取
）

郡
町
村
職
員
体
育
大
会
（
日

南
町
）
、
江
尾
区
役
員
来
庁

美
用
部
落
運
動
会

深
山
口
役
員
来
庁

◎

⑳

Soumu
四角形

Soumu
四角形



報町府江

人生に定年なし

お年寄りの生きがいを考える

を
す
る
の

は
、
い
ま

働
き
盛
り

の
三
十
一

歳
。
よ
く

言
わ
れ
る

高
齢
者
問

題
と
い
う

の
は
、
な

に
も
お
年

㊧老年（75歳以上）人口の推移

tキ人I

30．000

25．000

20．000

15．000

10．仰

寄
り
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
若
い

人
た
ち
の
や
が
て
直
面
し
を
け
れ
ば

を
ら
な
い
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
し
て

社
会
全
体
の
課
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

九
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

主苫　　　　　　廿－
9　5152535155055‘5758595

〈資料〉総理府　高齢層問題の現状

老
人
福
祉
週
廟
で
し
た
。

人
生
に
定
年
な
し
。
こ
の
機
会
に

あ
ら
た
め
て
老
人
福
祉
の
問
題
を
考

え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

い
ま
、
全
国
で
百
人
の
う
ち
九
人

が
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
、
こ

れ
が
三
十
四
年
後
の
昭
和
九
十
年
に

は
十
八
人
と
二
倍
に
増
え
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。

三
十
四
年
後
に
六
十
五
歳
に
在
る

人
、
つ
ま
り
お
年
寄
り
の
仲
間
入
り

思
い
や
り
が
生
き
が
い
を
奪
う
こ
と
も

長
寿
と
健
康
を
祝
っ
て
記
念
品

7

0
歳
以
上
の
町
民
は
舶
人

町
で
は
毎
年
敬
老
の
口
に
ち
な
ん

で
、
七
十
歳
以
仁
の
人
へ
長
寿
と
健

康
を
お
祝
い
し
て
記
念
品
を
贈
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
も
、
町
川
身
施
設

入
所
者
六
人
を
含
む
六
百
二
十
先
人

へ
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

町
内
の
七
十
歳
以
卜
の
人
は
、
昨

年
よ
り
も
四
十
五
人
増
加
し
て
お
り
、

町
人
口
の
十
二
・
三
雷
で
す
。

あ
る
家
庭
の
話
で
す
。

「
仰
什
事
を
続
け
た
い
。
ツ
ル
が

も
う
一
メ
ー
ト
ル
に
も
伸
び
た
。
い

ま
手
入
れ
を
し
な
い
と
、
い
い
カ
ボ

チ
ャ
が
で
き
な
い
」

お
じ
い
さ
ん
は
、
畑
仕
事
が
唯
一

の
楽
し
み
で
し
た
。
近
く
の
農
家
か

ら
借
り
た
、
狭
い
な
が
ら
も
”
∩
分

の
畑
〃
に
通
い
、
四
季
折
々
の
野
菜

づ
く
り
に
い
そ
し
む
こ
と
に
日
々
の

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
娘
夫
婦

と
」
■
人
の
孫
に
い
つ
も
新
鮮
を
野
菜

を
食
べ
さ
せ
た
い
　
－
　
こ
れ
が
お
じ

い
さ
ん
の
な
に
よ
り
の
生
き
が
い
だ

っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
娘
さ
ん
か

ら
「
少
し
は
体
の
こ
と
も
考
え
て
く

だ
さ
い
」
と
、
野
菜
づ
く
り
を
禁
じ

ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

娘
さ
ん
に
し
て
み
れ
ば
、
軽
い
順

痛
を
訴
え
て
い
た
お
じ
い
さ
ん
の
体

を
心
配
し
て
の
こ
と
ば
で
し
た
。

こ
の
日
以
後
、
お
じ
い
さ
ん
は
部

屋
に
引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
そ

の
卜
、
恐
い
こ
と
に
生
来
の
持
病
ま

で
再
発
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
極
端
を
例
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
話
に
は
私
た
ち
が
高
齢

者
関
越
を
考
え
る
卜
で
の
葦
嘉
な
教

訓
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
お
年
寄
り
に
対
す
る
思
い
や
り
」

が
逆
に
　
「
生
き
が
い
を
撃
ヱ
結
果

を
招
く
場
へ
日
が
、
往
々
に
し
て
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

お
咋
寄
り
の
生
き
が
い
を
考
え
る

と
き
、
私
た
ち
が
心
し
た
い
の
は

「
漬
柘
的
に
生
き
よ
う
と
す
る
意
欲

を
奪
っ
て
は
掌
り
な
い
」
　
こ
れ
が
基

本
で
す
。
人
生
に
定
年
は
な
い
の
で
す
。

敬
老
の
日
に
ひ
ろ
う

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

敬
老
の
口
の
十
五
日
、
町
内
各
地
で
、
敬
老
会
が

行
わ
れ
、
健
康
と
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

会
員
で
記
念
行
事

－
新
道
老
ク
”
白
寿
会
〃
－

敬
老
行
事
に
も
い
ろ
い
ろ
ス
タ
イ

ル
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
高
齢
者
自
身

が
お
互
い
の
健
康
を
祝
う
と
い
う
新

道
老
人
ク
ラ
ブ
‖
寿
会
の
場
合
。

九
月
十
先
日
「
敬
老
の
H
」
、
斯

道
‖
寿
会
で
は
地
区
公
民
館
で
恒
例

の
　
〃
会
員
に
よ
る
祝
賀
会
″
を
開
催
、

話
を
聞
い
た
新
道
婦
人
会
で
は
、
こ

れ
も
恒
例
の
　
「
押
し
か
け
奉
什
」
と

あ
っ
・
て
、
朝
早
く
か
ら
会
場
の
掃
除

や
生
花
の
飾
り
つ
け
な
ど
、
う
れ
し

い
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

開
会
前
か
ら
集
ま
っ
た
老
ク
会
‖

漕 ；′

l

…．．．絆 、＼

．血 」 ■く

蛮 増

派 ＿、′

蓋

－

、ざ　　 鷲　 宮′

偽 ，、　　ヽ、Q l－、

　 ●小ユ 〉

醍γ二 千
事秒郷・＼■’〈 ヽ

▲記念品が贈られた飯田さん（左）と宇B川さん（中）
のお二人。右は新道老人ウラフ会長・乾山さん

た
ち
は
、
今
年
公
民
館
前
に
完
成
し

た
広
場
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
ひ
と
汗

流
し
た
後
、
会
員
の
う
ち
＃
寿
を
迎

え
た
飯
田
て
る
よ
・
宇
田
川
き
く
の
、

の
お
二
人
に
記
念
品
を
贈
り
、
民
謡

か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
踊
り
に
い
た
る

ま
で
披
露
し
合
っ
て
、
文
字
通
り
元

気
な
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

演
芸
で
欒
し
い
一
円

－
江
尾
地
区
1

江
は
地
区
の
婦
人
会
で
も
、
午
前

十
時
か
ら
日
輪
間
で
恒
例
の
敬
老
会

を
開
き
ま
し
た
。

今
年
敬
老
会
に
招
か
れ
た
七
十
歳

以
仁
の
人
は
百
六
仁
囚
人
で
す
が
、
会

場
は
こ
の
日
を
心
持
ち
に
し
て
い
た

お
年
寄
り
の
二
コ
二
コ
朝
で
い
っ
ぱ

い
に
与
り
ま
し
た
。

井
－
二
町
長
が
「
い
つ
ま
で
も
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

こ
の
後
、
川
席
さ
れ
た
最
高
齢
苦
の

男
、
徳
岡
栄
寿
さ
ん
へ
八
十
六
歳
）
、

女
、
森
か
つ
さ
ん
　
へ
八
卜
二
歳
）
、

の
各
■
人
づ
つ
に
如
入
会
か
ら
花
乗

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
会
食
に

舌
づ
つ
み
を
う
ち
を
が
ら
、
歌
や
踊

り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

Soumu
四角形
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江　　府　　町　　報

（
参
加
チ
ー
ム
）
　
江
府
町
商
工
会
、

テニスで友好を深め合う

西ノ島チーム来町

西ノ島町のテニス愛好会が、8日1、

2日の帥jH、江府町を訪れ、町内のテ

ニス愛好会と交流試合を行い、交流を
深めました。

このテニス交流試合は、昨年につ

づいて2回日。今後ますます友好のき

ずなが深まっていきそうです。

ト
西
ノ
島
町
と
江
府
町
の
交
流
試
合

（
城
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
）

約
二
万
人
の
人
で
に
ぎ
わ
う

江
尾
卜
七
夜

八
日
十
六
日
、
十
L
日
の
両
日
町
ぐ

る
み
で
「
江
は
卜
L
夜
」
が
催
さ
れ
ま

し
た
。
約
四
百
有
余
年
を
数
え
る
伝
統
行
事

と
あ
っ
て
、
町
内
は
も
と
よ
り
、
町
外

か
ら
も
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
、
次
々

に
練
り
塀
け
ら
れ
る
行
事
に
酔
い
し
れ

て
い
ま
し
た
。

前
夜
祭
、
十
七
伐
に
行
わ
れ
た
行
事

の
主
を
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
少
年
相
撲
大
会
は
、
教
育
広

報
」
三
九
号
に
掲
載
。

中
国
電
力
株
式
会
社
、

江
府
町
役
場

・
十
七
夜

山
　
車

‖
尾
ぎ
つ
ね
（
本

ス
克
子
ダ
イ
ア
ナ
妃

デ
ル
セ
ン
の
人
魚
姫

紋
次
郎
（
本
E
）
、

り
二
‥
け
発
射
（
新
一

（新二）

こ
、
チ
ャ
ー
ル

（
本
二
）
、
ア
ン

（
本
三
）
、
木
棺

気
象
衛
星
ひ
ま
わ

一
、
一
寸
法
師

尾上原．

資材保管施設が起工
電源対策交付金の充当事業として施行する

尾上原資材保管施設の起工式がこのほど行わ

れ、10月未完成を目指して建設が進んでいま

す。

起工式には、井上町長はじめ地元代表、工

事関係者ら30人が出席し、王く・、しを捧げて安

全を祈願しました。

資材保管施設は、工事費1，379万円、鉄骨平

屋建て延べ面積120平方メートルです。

完成しますと農業生産のための資材保管、

米作における秋の収穫調整及び一一時保管等に

利用されます。

・
前
夜
祭

裏
大
山
踊
り

（
参
加
人
員
）

噂

ト
着
々
と
進
む
尾
上
原
資
材
保
管
施
設

ト
少
年
相
撲
大
会

（
江
美
神
社
境
内
で
）

◎

三
七
〇
人
（
参
加
チ
ー
ム
）

キ

ョ

ー

ト

ス

ポ
ー
ツ
、
江
尾

砕
石
、
江
府
町

農
協
、
中
国

電
力
株
式
会
社
、

新
町
一
十
日
子

供
会
、
新
町
二

T
H
子
供
会
、

本
町
五
r
日
、

江
府
町
青
年
川
、

江
府
町
役
場

郡
上
踊
り

（
参
加
人
員
）

一
一
三
人

展
　
示
子
供
作
品
展
へ
本
∴
本
三
、
新
二

生
花
展
（
草
月
流
、
小
原
流
、
未
生
涜
）

盆
栽
（
本
こ
、
写
真
展
（
都
築
保
表

外
）
、
発
電
展
（
中
国
電
力
株
式
会
社
）

能
面
展
（
谷
本
武
市
外
）

仁
輸
加
（
参
加
チ
ー
ム
）
　
ド
リ
フ
の
西
部
劇
・

安
来
節
お
ど
り
・
か
さ
踊
り
（
本
一
）

バ
カ
薗
踊
り
（
本
－
こ
、
人
生
航
路

（
杢
二
）
、
樽
み
こ
し
（
本
四
）
、
シ

ャ
ネ
ル
ズ
　
（
本
五
）
、
江
尾
音
頭
・
小

人
軍
団
へ
新
二
、
江
美
妓
み
こ
し

（
新
二
）
、
江
美
城
音
頭
（
役
場
）

十
七
夜
踊
り

（
参
加
人
員
）
　
一
九
〇
人

（
参
加
チ
ー
ム
）
　
本
町
山
丁
目
、
本

町
二
十
日
、
本
町
二
一
丁
目
、
本
町
五
T

H
、
新
町
一
十
日
、
新
町
二
丁
目
、

荒
神
神
楽

明
神
杜
（
下
蚊
屋
）
が
八
重
垣
能
を

披
露
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自
分
で
防
げ
る
循
環
器
疾
患

報町府江

次
の
表
は
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
昨

年
ま
で
十
年
間
、
江
府
町
の
死
亡
者
を

病
類
別
に
区
分
し
た
も
の
で
す
。
現
在

全
国
的
に
は
、
癌
（
悪
性
新
生
物
）
が

脳
卒
中
に
か
わ
り
死
亡
順
位
第
一
位
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
町
で
は
約
半
数

が
脳
卒
中
・
心
臓
疾
患
を
ど
い
わ
ゆ
る

循
環
器
疾
患
で
死
亡
、
と
い
う
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

循
環
器
疾
患
の
中
で
、
特
に
高
血
圧

江府町における死亡状況
9　 1，0　卯　 3P　4P　5P　6P　7P　8P　9P l

46 年 華 心靖疾患l駅象1 その他の病気

47年 l
48年 …ヨ

49年 l

50年・ 垂

51年

52年 l

53年

54年 l
55年 l

症
は
、
食
事
・
生
活
環
境
∴
万
働
の
違

い
に
よ
っ
て
発
生
ひ
ん
度
が
異
を
り
、

又
、
自
分
で
生
活
の
注
意
を
す
れ
ば
予

防
で
き
る
病
気
で
す
。
そ
こ
で
、
一
人

一
人
が
自
分
の
生
活
を
ふ
り
か
え
り
、

生
活
の
再
点
検
を
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。特
に
今
年
度
総
合
健
康
診
断
の
と
き

「
要
注
意
」
と
さ
れ
た
人
は
、
医
師
の

指
導
を
よ
く
守
っ
て
、
健
康
な
く
ら
し

に
心
掛
け
て
下
さ
い
。

子
供
に
も
あ
る
遠
視
や
乱
視

〃
日
の
愛
護
デ
ー
〃
1

0
月
1
0
日

学
校
保
健
で
も
視
力
の
こ
と
は
重
点

的
に
取
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
ま

で
裸
眼
視
力
で
川
未
満
の
人
に
つ
い
て

は
、
伝
統
的
に
近
視
だ
け
を
重
視
さ
れ

て
き
た
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

最
近
学
校
で
の
視
力
表
検
査
で
、
近

視
と
類
別
さ
れ
た
人
の
中
に
「
遠
視
」

や
「
乱
視
」
が
混
在
す
る
こ
と
、
特
に

読
書
を
嫌
い
、
落
着
き
の
な
い
児
童
に

つ
い
て
遠
視
の
影
響
が
見
逃
が
せ
を
い
、

と
い
う
警
告
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
近

視
に
な
る
原
因
に
つ
い
て
、
国
際
的
に

は
テ
レ
ビ
元
凶
説
は
薄
く
、
日
本
で
は

字
画
の
多
い
漢
字
を
小
活
字
で
読
む
こ

と
、
つ
ま
り
近
代
生
活
に
よ
る
近
視
の

増
加
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
予
防
と
し
て
は
戸
外

活
動
、
体
育
を
増
や
し
、
望
遠
の
機
会

⑳
の
増
加
を
図
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
ま

た
、
効
果
的
な
近
視
治
療
法
が
な
い
今

と
し
て
は
、
近
視
の
者
の
学
習
効
果
向

上
に
は
、
よ
く
合
っ
た
眼
鏡
使
用
が
最

良
の
方
法
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
鵡
蟻
鰭
調
鵬
輔
か
ら
転
載
）

食
生
活
改
善
普
及
月
間

－
1
0
月
－

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
の
増
加
・
運
動

不
足
な
ど
に
よ
る
肥
満
∴
貫
血
等
食
生

活
が
原
因
の
不
健
康
状
態
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
今
、
毎
日
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
と
る
こ
と
は
、
健
康

を
体
を
築
き
、
守
る
こ
と
の
基
本
で
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
の
毎
日
の
食
生
活
を

再
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇
1
日
に
3
0
種
類
以
上
の
食
品
を
食
べ
る
。

◇
味
つ
け
は
薄
味
に
（
食
塩
は
1
日
10

g
以
内
に
）

（
財
）
健
康
、
体
力
づ
く
り
事
業
財
団

の
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
現
在
の
百
歳

長
寿
者
の
栄
賓
実
態
は
、
タ
ン
パ
ク
性

食
品
は
長
寿
者
の
方
が
一
般
人
よ
り
も

多
く
食
べ
て
お
り
、
年
齢
が
高
く
な
る

と
食
べ
方
が
少
な
く
な
る
油
料
理
も
、
長

寿
者
は
年
の
割
に
多
く
食
べ
、
海
草
に

つ
い
て
も
二
日
に
一
回
は
食
べ
て
い
ま
す
。

健
康
に
直
接
つ
を
が
る
食
生
活
の
あ

り
方
と
し
て
、
大
い
に
参
考
に
し
た
い

も
の
で
す
。

（参）食塩摂取量と高血

圧者の頻度との関係

高
血
圧
者
の
頻
度
　
（
％
）

10　　　　20　　　　30

1Ⅰ］当りの平均食塩摂取量（9）

ー10月一

保健行事
母親学級

日時10日29日（杓午前9時～1却寺

場所　役場保健室

対象者妊婦

※母子手帳を持参して下さい。

第4回食生活改善講座

日時10日22日休）午前9時～午

後3時

場所　農協マーケット2階

インフルエンザ予防接種

日時10月中旬

地区　町内を巡回（接種申込みは

部落保健委員さんへ）

成人病保健相談

目時10月中旬～11日下旬に予定

場所　各部落を巡回します。

対象者　成人病検診で高血圧と判定

された人、又、現在治療中

の人と希望者。

内容　成人病一般、循環器の病気

と生活などについて保健婦

が相談に応じます。

胃ガン検診の結果について

8日22日実施した胃ガン検診

（受診者20名）の結果について、

要精密者の方には、個人通知をし

ますが、異常のない人には通知し

ませんからご承知おき下さい。
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報町府江

人
権
相
談
所
開
設

（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

次
の
と
お
り
人
権
相
談
が
開
か
れ
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
1
0
月
1
2
日
㈱

午
前
9
時
か
ら
正
午

場
　
所
　
江
府
町
役
場

机
当
老
　
人
権
擁
讃
委
貝

上
原
　
袷
臣

安
江
　
久
夫

江
府
町
か
ら
も
出
品

－
県
政
百
年
記
念
展
－

鳥
取
県
で
は
、
明
治
十
川
隼
九
月
十

二
日
、
鳥
耶
県
が
再
開
さ
れ
て
か
ら
今

年
が
〃
年
を
迎
え
る
こ
と
に
在
っ
た
の

を
記
念
し
、
次
の
よ
う
に
県
政
行
年
記

念
展
を
ひ
ら
き
ま
す
。

1
0
日
4
日
～
1
0
日
日
日

倉
土
日
博
物
館

1
0
円
2
1
日
～
1
0
日
2
8
日

‾：≒－≡二三

赤い羽根共同募金

今
年
も
十
月
一
日
か
ら
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま

す
。み
を
さ
ん
方
か
ら
の
尊
意
の

寄
付
金
は
、
多
く
の
恵
ま
れ
な

い
人
々
の
福
祉
向
上
に
使
わ
れ

ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

米
子
市
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

こ
れ
に
つ
い
て
県
立
博
物
館
で
は
、

広
く
県
下
か
ら
出
品
物
を
選
定
し
て
い

ま
し
た
が
、
本
町
か
ら
は
清
水
貞
子
氏

（
袋
原
・
写
真
）
佐
々
木
正
氏
（
洲
河

崎
・
村
長
辞
令
書
外
文
書
）
加
藤
寿
名

男
氏
へ
池
の
内
・
レ
コ
ー
ド
）
中
川
益

之
氏
（
江
尾
・
慰
問
頑
）
な
ど
を
指
定
、

そ
れ
ぞ
れ
出
品
さ
れ
る
こ
と
に
与
っ
て

い
ま
す
。

来
春
歌
会
始
め
の
お
題
「
橋
」

昭
和
五
十
七
年
の
歌
会
始
め
の
お
題

が
宮
内
庁
か
ら
発
表
さ
れ
、
「
橋
」
と

決
ま
り
ま
し
た
。

詠
進
歌
は
、
自
作
未
発
表
の
も
の
を

一
人
一
首
、
二
つ
折
り
し
た
半
紙
（
習

字
用
）
　
に
毛
筆
で
、
右
半
面
に
お
題
と

歌
、
左
半
面
に
郵
博
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
及
び
職
業
を
書
い
て
、

十
月
十
二
日
ま
で
に
、
「
東
京
郁
千
代
田

区
千
代
田
一
番
三
つ
　
宮
内
庁
」
あ
て

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
下

さ
い
。

郵
便
局
だ
よ
り

簡豊
か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会

郵
便
貯
金

郵
政
省
で
は
、
郵
便
貯
金
の
働
き
を

広
く
国
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

十
月
一
目
か
ら
一
か
月
間
全
国
で
「
豊

か
な
く
ら
し
と
住
み
よ
い
社
会
を
つ
く

る
郵
便
貯
金
月
間
」
を
実
施
し
ま
す
。

郵
便
貯
金
は
、
貯
苗
手
段
と
し
て
利

用
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
住
宅
の
建

設
、
生
活
環
境
の
整
備
、
公
害
の
防
lL
、

中
小
企
業
、
農
林
漁
業
の
近
代
化
、
道

路
、
学
柁
施
設
の
充
実
を
ど
に
役
立
っ

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
重
要

を
役
割
り
を
負
う
こ
と
に
在
り
ま
す
。

（
江
尾
郵
傾
局
）

お
年
寄
り
と
障
害
者
に

お
年
寄
り
や
、
身
体
拝
啓
者
な
ど
、
社
会
的
、

経
済
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
方
へ
、
税
金
の
面

で
も
次
の
よ
う
な
特
典
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

か
ら
、
制
度
を
大
い
に
生
か
し
て
下
さ
い
。

知
っ
て
お
こ
う
税
金
の
特
典

高齢者自身への特典

◇　対象者　年齢65歳以上で年間

所得金額が1千万円以下の人。

①老年者控除　控除額23万円

②老年者年金特別控除　国民年

金・厚生年金をどの公的年金や恩

給の収入額からは、78万円が控除

額として差引かれます。

高齢者を扶養している人の特典

①70歳以上の扶養親族があるとき

1人当りの扶養控除35万円。（普

通は29万円）

②直系尊属（父母・祖父母をど）

の高齢者が納税者やその配偶者と

同居しているときの扶養控除は40

万円。

心身障害者への特典

①所得税の障害者控除　（納税者

本人・配偶者・扶養親族とも）所

得金額から1人当り23万円を控除

（重度の障害者は31万円）

②相続税の障害者控除　障害者が
通産相続をしたとき、相続開始の

日から70歳に達するまでの年数に
3万円を掛けた金額を税額から控

除

③このほか、贈与税・物品税・地
方税についても、納税者の立場に

ある人が障害者・特別障害者の範

囲にあてはまると、非課税の特典
を受けられるケースがあります。

④障害者を雇用している事業所に
不動産取得税、固定資産税をどの

特典があります。

（『時の動き』から　町民課）

㊧
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⑳

年
金
手
帳
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う

報町府江

年
金
手
帳
は
、
き
ち
ん
と
保
管
さ
れ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

年
金
手
帳
と
は
、
国
民
年
金
手
帳
と

数
年
前
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
国
民
年

金
・
厚
生
年
金
保
険
・
船
員
保
険
に
共

通
す
る
新
し
い
年
金
手
帳
と
の
二
通
り

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
帳
に
は
、
制
度
ご
と
の

記
号
番
号
・
氏
名
・
住
所
・
被
保
険
者

の
加
入
記
録
な
ど
が
記
入
さ
れ
、
公
的

年
金
に
加
入
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
大

切
な
も
の
で
す
。
今
一
度
、
自
分
の
手

帳
を
開
い
て
、
記
号
番
号
等
加
入
記
録

が
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し

て
下
さ
い
。

ま
た
、
一
つ
の
制
度
か
ら
二
以
上
の

年
金
手
帳
・
記
号
番
号
の
交
付
を
受
け

て
い
る
と
年
金
裁
定
等
に
支
障
を
き
た

し
ま
す
か
ら
重
複
取
消
し
の
手
続
を
し

て
下
さ
い
。

こ
の
手
帳
は
、
年
金
を
受
け
る
手
続

を
す
る
と
き
、
住
宅
融
資
を
受
け
る
と

き
、
必
ず
掟
出
を
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
年
金
に
つ
い
て
相
談
さ
れ
る
と
き

に
も
手
帳
の
記
号
番
号
が
必
要
で
す
か

ら
く
れ
ぐ
れ
も
大
切
に
保
管
し
て
お
い

て
下
さ
い
。

も
し
手
帳
を
紛
失
し
た
り
、
よ
ご
し

た
り
し
た
と
き
、
記
録
等
の
記
載
が
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
役

場
年
金
係
へ
申
し
出
て
下
さ
い
。

国
民
年
金

趣
味
と
健
康
講
座

参
加
申
込
み
1
0
月
1
5
日
ま
で

財
団
法
人
鳥
取
県
国
民
年
金
福
祉
協

会
で
は
、
去
年
に
つ
づ
い
て
国
民
年
金

趣
味
と
健
康
講
座
を
ひ
ら
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
年
金
受
給
者
へ
の
サ

ー
ビ
ス
に
、
十
一
月
の
国
民
年
金
制
度

推
進
月
間
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
講

す
る
も
の
で
、
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

参
加
希
望
者
は
、
町
役
場
年
金
窓
口
へ

申
込
ん
で
下
さ
い
。

日
時
　
1
姓
　
1
1
月
1
0
日
～
1
1
日

2
蛙
　
1
1
月
1
2
日
～
1
3
日

（
各
蛙
共
、
第
1
日
1
3
時
か
ら
第
2
日

1
5
時
ま
で
）

会
場
　
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ
ー

い
を
ば
じ
（
鳥
取
市
松
原
・
電
話
0
8

5
7
　
⑳
　
0
2
2
4
）

定
員
　
各
址
と
も
七
五
名

費
用
一
人
三
、
八
九
〇
円
（
宿
泊

・
受
講
料
・
懇
親
会
費
を
含
む
）

締
切
り
　
1
0
月
1
5
日

年金をうけるまで

講座内容
講座名 項 目 内　　 容　　 説　　 明

教養講座
年 金 の 舌 年金制度をわかりやすく説明します。
年 金 相 希望者には年金相談に応じます。

趣味講座

人 生 教室
高僧を囲み浸談、座談の中から人生を

考えていただきます。

盆 栽 教室
盆栽の作り方を実物を使って、わかり
やすく説明します。

民 謡 教室 郷土民謡をどを禁しみながら習っていただきます。

健康講座

健 席 の 話 県立健厚増進センターで、健席の大切
血圧・尿検査 さ、どうしたら健康の保持増進が図ら
健 康 体操 れるかを身体 を動かしながら実地に習
健 康 相 談 っていただきます。

町
職
員
の
異
動

町
で
は
、
こ
の
ほ
ど
次
の
と
お
り

人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（
　
）
内
は
、
旧
任

九
月
一
日
付

・
課
長
級

建
設
課
長
（
保
健
課
長
）
水
下
　
隆
義

保
健
課
長
（
町
民
課
長
）
小
田
　
　
隆

町
民
課
長
（
商
工
観
光
課
長
、
南

大
山
国
民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋
支
配

人
）
　
　
　
　
　
　
田
中
　
金
明

商
工
観
光
課
長
　
南
大
山
国
民
宿

舎
山
荘
甘
酒
茶
屋
支
配
人
（
土
木
課

長
）
　
　
　
　
　
　
宮
本
　
稚
昭

教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
総
務

課
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
課

長
）
　
　
　
　
　
　
仲
嶋
　
勝
利

建
設
課
参
事
（
土
木
課
長
補
佐
）

山
中
　
　
啓

・
課
長
補
佐
級

農
林
課
長
補
佐
（
農
林
課
長
補
佐

心
得
）
　
　
　
　
　
藤
原
　
昭
仁

企
画
室
長
補
佐
心
得
（
農
林
課
農

林
係
長
）
　
　
　
　
加
藤
　
武
夫

保
健
課
長
補
佐
心
得
（
町
民
課
福

祉
係
主
任
）
　
　
　
亀
田
　
幸
満

・
係
長
級

建
設
課
建
設
係
長
（
土
木
課
建
設

係
長
）
　
　
　
　
　
千
藤
　
　
正

町
民
課
福
祉
係
主
任
（
財
政
課
評

価
係
主
任
）
　
　
　
消
水
　
孝
司

建
設
課
建
設
係
主
任
（
農
林
課
土

木
室
主
任
）
　
　
　
手
島
　
偵
一

農
林
課
振
興
係
主
任
兼
議
会
事
務

局
（
農
林
課
振
興
係
主
任
）
千
藤
　
花
美

・
主
　
事

企
画
室
周
辺
整
備
係
（
企
画
室
企

画
広
報
係
）

建
設
課
管
理
係

建
設
課
建
設
係

町
民
課
町
民
係

兼
議
会
事
務
局
）

・
主
事
補

財
政
課
評
価
係

策
係
）建
設
課
建
設
係

宮
本
　
正
啓

（
土
木
課
管
理
係
）

大
田
　
敏
朗

（
農
林
課
農
林
係
）

大
岩
　
勝
美

（
農
林
課
振
興
係

中
川
久
美
子

（
同
和
対
策
室
対

中
川
　
秀
樹

（
町
民
課
町
民
係
）

森
田
　
哲
也

商
工
観
光
課
商
工
係
、
南
大
山
国

民
宿
舎
山
荘
甘
酒
茶
屋中
田
　
　
実

退
職
（
六
月
二
十
日
付
）

総
務
課

浦
部
　
　
肇
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ふ
る
さ
と
歳
時
記
⑳

徴
兵
忌
避
の
養
子
縁
組
、
胃

「
徴
兵
令
免
除
規
程
」
を
要
約
す
る
と

兵
役
免
除
の
対
象
は
六
項
目
で
あ
る
。
す

を
わ
ち
、

①
体
格
不
良
者

②
陸
海
軍
学
校
生
徒

③
官
公
吏
。
官
公
立
専
門
学
校
生
徒
。

同
卒
業
生
、
洋
行
修
行
生
。

④
戸
主
及
び
そ
の
相
続
者
。

⑤
代
人
料
二
百
七
十
円
納
付
書
。

⑥
犯
罪
人

と
を
っ
て
お
り
、
富
裕
な
者
は
⑤
の
代
人

料
を
払
う
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
米
一
石

の
相
場
が
四
円
か
ら
五
円
（
明
治
九
年
）

と
い
う
時
代
の
二
百
七
十
円
は
大
金
で
、

一
般
大
衆
が
簡
単
に
支
払
い
で
き
る
金
額

で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
た
め
、
庶
民
の
二
二
二
男
で
兵
役

を
逃
れ
る
の
に
最
も
多
く
行
わ
れ
た
の
は

子
供
の
な
い
家
の
養
子
と
な
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
養
子
縁
組
は
④
に
示
し
た
家
の
相

続
人
と
な
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
当
然
免
除

の
対
象
で
あ
り
、
世
に
い
う
「
兵
隊
養
子

」
が
続
出
し
た
。

「
兵
隊
養
子
」
と
い
う
の
は
、
単
に
戸

籍
上
の
み
の
養
子
縁
組
み
で
、
養
親
と
の

同
居
、
扶
養
を
ど
家
族
関
係
は
一
切
持
た

な
か
っ
た
。
つ
ま
り
「
兵
隊
の
が
れ
」
の

手
段
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
養
親
と
を
る
側

に
代
人
料
二
百
七
十
円
以
内
の
利
権
を
生

む
こ
と
と
な
り
、
養
子
口
を
斡
旋
す
る
業

者
が
あ
ら
わ
れ
て
、
百
円
～
二
百
円
と
い

う
縁
組
相
場
を
よ
ん
だ
り
し
た
。

お
お
ら
か
な
時
代
に
生
き
る

前
号
の
条
件
は
、
当
時
に
た
け
る
こ
の

地
場
相
場
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
い
い
。

こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
縁
組
当
事
者

間
の
そ
の
後
の
動
静
を
追
跡
し
て
み
る
と
、

養
親
は
明
治
二
十
四
年
と
三
十
年
に
死
亡

し
、
明
治
四
十
年
に
は
「
廃
家
」
　
の
手
続

き
が
行
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
善
子
の

方
は
、
養
親
の
生
存
中
に
別
の
家
へ
事
実

婚
を
遂
げ
て
一
子
を
な
し
て
お
り
、
養
家

廃
家
と
同
時
に
正
式
の
婚
姻
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
の
と
き
に
は
既
に
四
人
の
子
の

親
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
を
徴
兵
忌
避
の
手
段
に
対
し

政
府
は
免
除
規
定
を
改
正
し
「
親
が
五
十

歳
以
上
＝
明
治
1
2
年
」
・
「
同
じ
く
六
十

歳
以
上
＝
明
治
1
6
年
」
　
と
、
親
や
養
親
に

年
齢
制
限
を
つ
け
、
明
治
二
十
二
年
に
は

免
役
特
典
を
廃
止
し
、
わ
ず
か
に
学
生
な

ど
の
徴
兵
猶
予
と
一
年
志
願
（
百
円
を
納

め
て
三
年
の
現
役
を
一
年
で
終
る
）
に
と

ど
め
、
軍
備
拡
張
へ
の
道
を
歩
み
出
す
。

明
治
二
十
七
～
八
年
と
三
十
七
～
八
年
の

両
戦
役
を
経
て
、
わ
が
国
は
世
界
列
強
の

仲
間
入
り
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
有
名
を

与
謝
野
晶
子
の
詩
「
君
死
に
給
う
こ
と
を

か
れ
」
は
、
旅
順
に
出
征
の
弟
に
与
え
た

詩
で
、
お
お
ら
か
で
あ
っ
た
時
代
を
知
る

歴
史
の
証
言
で
も
あ
る
。

（
8

の
　
月
届
）

動
き

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

大
成
団
地
松
田
か
お
り

小
江
尾
　
商
業
　
亜
紀

御
　
机
　
川
上
　
拓
磨

富健敦
夫一義

長長長
男女女

久下佐
蚊
連屋川

水大森
下岩谷
美
穂万俊
子恵彦

裕勝
義実誠

長長二
女女男

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

絹
貴
錯
）
絹
県
能
義
郡
か
ら

摘
Ⅲ
恵
㌍
）
鍼
州
摘
市

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

日
の
詰
遠
藤
公
司
4
6
歳
幸
香
宅

杉
谷
加
藤
行
子
7

8
歳
信
夫
宅

尾
の
上
原
竹
茂
尊
6
7
歳
幹
根
宅

本
一
藤
原
イ
シ
子
7
4
歳
昭
宅

、
⑳

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

八
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

日
の
詰
　
遠
藤
　
幸
香
殿

（
夫
公
司
様
ご
逝
去
）

貝
　
田
　
椎
木
　
玉
樹
殿

（
長
男
知
男
様
■
ご
逝
去
）

杉
　
谷
　
加
藤
　
信
夫
殿

（
母
行
子
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

貝
田
森
田
ア
キ
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

本
五
後
ち
よ
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院

久
連
杉
原
悦
香
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
川
前
角
優
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

助
沢
川
上
千
歳
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
影
山
一
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
三
好
三
枝
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

美
用
川
島
和
憲
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

本
二
木
村
悦
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
〉

佐
川
下
村
穣
殿
（
ご
本
人
様
退
院
〉

小
江
尾
篠
田
玄
正
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

特
別
寄
付

宮
市
老
人
ク
ラ
ブ

竹
ぼ
う
き
1

0
本
雑
布
2
6
枚

宮
市
原
老
人
ク
ラ
ブ
製
作
品

⑳

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

＝
善
意
銀
行
受
払
寵
告
；
＝
・
・

L
七
月
末
累
計
額

七
十
四
万
千
六
十
円

2
．
八
月
中
寄
付
額

二
十
万
三
円

内
訳

快
気
祝
　
　
　
九
万
五
千
円

香
典
返
し
　
　
九
万
円

そ
の
他
　
　
一
万
五
千
三
円

3
．
八
月
末
累
計
額

九
十
四
万
千
六
十
三
円
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